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伊
勢
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岱
遺
跡
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実
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伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
北
秋
田
市
小
ヶ
田
集
落
南
の
標
高

40
〜
45
ｍ
舌
状
台
地
の
上
に
位
置
し
、
4
つ
の
環
状
列
石

を
中
心
に
、
祭
り
や
祈
り
に
使
わ
れ
た
土
製
品
や
道
具
、

施
設
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
掘
立
柱
建
物
跡
、
埋

設
土
器
、
配
石

遺
構
、
多
く
の

土
器
や
石
器
が

な
ど
が
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

４
千
年
前
の
縄

文
時
代
後
期
前

半
の
大
規
模
な

祭
祀
の
場
と
考

え
ら
れ
、
全
国

的
に
も
例
が
な

い
重
要
な
遺
跡

と
し
て
平
成
13

年
１
月
に
国
の

世界遺産登録推進フォーラム

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
平
成
21
年
に
大
湯

環
状
列
石
と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
暫
定
リ

ス
ト
へ
登
録
さ
れ
、
現
在
北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
の

同
様
の
遺
跡
と
セ
ッ
ト
で
「
北
海
道
北
東
北
を
中
心
と
し

た
縄
文
遺
跡
群
」
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
鷹
巣
地
方
史
研
究
会（
照
内
捷
二
会
長
）

の
主
催
で
、
正
式
登
録
に
向
け
、
市
民
の
興
味
・
関
心
を

高
め
盛
り
上
げ
よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
照
内
会
長
は
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
全

国
的
に
も
貴
重
で
す
ば
ら
し
い
遺
跡
と
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
岩
手
県
平
泉
の
遺
産
関
係
者
は
世
界
遺
産
登
録

実
現
に
は
何
よ
り
も
県
民
及
び
市
民
の
意
識
や
気
運
を
高

め
る
こ
と
が
大
事
と
言
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
市
民
に

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
知
っ
て
興
味
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
私
た
ち
の
貴
重
な
文
化
遺
産
、

北
秋
田
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
後
々
ま
で
守
り
伝
え
、

正
式
に
世
界
遺
産
登
録
へ
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

願
い
企
画
し
ま
し
た
。
希
望
を
も
っ
て
粘
り
強
く
運
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

　
来
賓
と
し
て
三
澤
仁
教
育
長
が
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
平

成
27
年
度
登
録
を
目
指
し
て
４
道
県
と
手
を
携
え
て
進
め

て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
大
切
な
北
秋
田
市
民
の
関
心
が
今

少
し
低
調
で
盛
り
上
が
り
が
欠
け
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

地
元
北
秋
田
市
民
の
支
援
が
是
が
非
で
も
必
要
で
、
熱
い

思
い
が
な
け
れ
ば
登
録
に
向
け
て
の
動
き
も
活
発
に
な
ら

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
つ
い
て

の
ご
意
見
ご
提
言
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
貴
重
な
も
の

と
受
け
止
め
て

私
た
ち
も
取
り

組
ん
で
行
き
た

い
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
は
じ
め
に

市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
の

榎
本
剛
治
主
査

が
「
世
界
遺
産

登
録
推
進
の
現

状
」
と
し
て
基

調
報
告
を
行
い
、

「
４
つ
の
環
状
列
石
は
他
に
例
が
な
い
」、「
多
大
な
労
力

を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
」、「
マ
ツ
リ
の
道
具
が
多
く
つ
く

ら
れ
た
文
化
力
」
な
ど
と
伊
勢
堂
岱
の
価
値
や
今
後
の
予

定
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し

て
〜
わ
た
し
た
ち
市
民
に
手
で
世
界
遺
産
に
〜
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
伊
藤
公
夫
・
市
商
工
会
長
、
小
塚
嘉
七

・
鷹
巣
地
方
史
研
究
会
副
会
長
、
佐
藤
喜
美
男
・
伊
勢
堂

岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
代
表
、
佐
藤
純
子
・
秋
田

北
鷹
高
校
生
徒
会
長
、
永
井
高
道
・
鷹
巣
文
化
遺
産
保
存

会
長
の
５
人
が
伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
や
考
え
を
述
べ
、
会
場
の
参
加
者
を
交
え
て
世
界
遺
産

登
録
へ
向
け
て
の
期
待
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
市
民

参
加
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
と
は
、
人
類
共
通
の
遺
産
と
し
て
、
世
界
の

国
々
が
協
力
し
て
未
来
ま
で
守
り
伝
え
る
べ
き
文
化
遺
産

や
自
然
遺
産
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

市
民
の
手
で
世
界
遺
産
に

　
　
　
　
　
　
気
運
を
高
め
よ
う

▲今から約4000年前の時代と言われる伊勢堂岱遺跡

▲５人のパネラーが遺跡への思いを述べる

「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
実
現
」推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　　
民
俗
芸
能
大
会
は
、
市
内
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
能
を

一
堂
に
集
め
て
市
民
に
公
開
し
、
民
俗
芸
能
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
、
保
存
・
伝
承
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
始
め
ら
れ
、
今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
登
場
し
た
の
は
、
今
泉
駒
踊
り
郷
土

芸
能
保
存
会
（
簾
内
文
雄
会
長
）
に
よ
る
「
今
泉
駒
踊
り
」。

戦
国
時
代
の
騎
馬
の
様
子
を
武
芸
化
し
た
踊
り
で
、
３
０

０
年
以
上
前
に
合
川
の
八
幡
岱
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
佐
竹
義
宣
公
が
来
訪
し
た
際
、
旅

の
疲
れ
を
癒
す
た
め
踊
ら
れ
、
そ
の
後
も
豊
年
満
作
を
祈

り
農
閑
期
や
お
盆
に
踊
り
継
が
れ
た
よ
う
で
す
。

　
２
番
目
に
登
場
し
た
の
は
、
阿
仁
か
ら
め
節
踊
り
保
存

会
（
佐
藤
昭
春
会
長
）
に
よ
る
「
阿
仁
か
ら
め
節
」。
少

な
く
と
も
３
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
唄
い
継
が
れ
て
き
た
と

云
わ
れ
、
鉱
山
の
坑
道
口
前
に
掘
り
出
さ
れ
鉑
（
鉱
石
）

を
金
槌
で
叩
い
て
細
か
く
し
撰
鉱
す
る
「
鉑
つ
ぶ
し
」
が

「
か
ら
め
」
と
云
わ
れ
、
つ
ら
い
労
働
の
疲
れ
を
癒
す
た

め
の
女
工
た
ち
の
作
業
唄
と
し
て
踊
り
と
と
も
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
３
番
目
に
登
場
し
た
の
は
、
前
山
郷
土
芸
能
保
存
会（
小

笠
原
忠
夫
会
長
）
に
よ
る
「
前
山
奴
踊
り
」
。
大
名
行
列

に
始
ま
り
獅
子
踊
り
、
奴
踊
り
、
雑
魚
釣
り
舞
で
、
今
か

ら
約
２
５
０
年
前
江
戸
中
期
、
先
祖
の
供
養
、
豊
年
満
作

と
厄
除
け
を
祈
願
す
る
た
め
村
社
・
雷
皇
神
社
に
奉
納
し

た
の
が
そ
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
奴
踊
り
の
後

の
釣
り
の
好
き
な
兄
弟
の
し
ぐ
さ
を
こ
っ
け
い
に
演
じ
る

「
雑
魚
釣
り
舞
」
は
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
演
技
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
４
番
目
に
登
場
し
た
の
は
、
ゲ
ス
ト
出
演
の
昇
風
会
・

手
踊
り
鈴
木
み
つ
る
社
中
（
藤
島
智
昭
代
表
）
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
飾
山
囃
子
と
手
踊
り
」。
角
館
の
お
祭
り
の
曳

山
運
行
の
囃
子
と
優
雅
な
手
踊
り
が
披
露
さ
れ
会
場
か
ら

は
一
段
と
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
番
目
に
登
場
し
た
の
は
、
福
田
獅
子
舞
保
存
会
（
鈴

木
浩
二
会
長
）
に
よ
る
「
福
田
獅
子
舞
」。
獅
子
舞
い
は
、

日
本
海
運
に
よ
っ
て
、
米
代
川
流
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
奉

納
神
楽
を
能
代
港
町
で
文
化
２
年
頃
、
修
業
伝
授
し
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
さ
さ
ら
」
役
に
誘
導
さ

れ
、
目
に
見
え
な
い
悪
魔
を
退
治
し
役
目
を
終
え
て
昇
天

す
る
大
獅
子
舞
が
物
語
的
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
綴
子
下
町
大
太
鼓
保
存
会（
藤
島
勝
政
会
長
）

に
よ
る
「
綴
子
下
町
獅
子
踊
り
」。
大
名
出
陣
行
列
・
獅

子
踊
り
・
奴
踊
り
・
ヤ
ツ
パ
レ
等
の
一
連
の
「
大
太
鼓
祭

り
行
事
」
と
し
て
約
７
５
０
年
前
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
露
払
い
太
夫
の
口
上
、
棒
使
い
（
野
次

払
い
）、
獅
子
踊
り
、
奴
踊
り
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
満
場
の
観
衆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勇

壮
で
優
雅
な
郷
土
色
豊
か
な
各
地
区
の
芸
能
を
た
っ
ぷ
り

と
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

飾山囃子昇風会・手踊り鈴木みつる社中

綴子下町獅子踊り

　
第
６
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
が
８
月
21
日
、
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
観
衆

が
郷
土
色
豊
か
な
芸
能
の
数
々
を
楽
し
み
ま
し
た
。

北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

 

北
秋
田
市
内
５
団
体
と

　
　 

仙
北
市
か
ら
１
団
体
が
出
演

郷
土
色
豊
か
な
民
俗
芸
能

郷
土
色
豊
か
な
民
俗
芸
能

郷
土
色
豊
か
な
民
俗
芸
能

今泉駒踊り

阿仁からめ節

前山奴踊り

福田獅子舞

　
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
、「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世

界
遺
産
登
録
実
現
」
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
８
月
20
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
約
１
０
０
人
が

伊
勢
堂
岱
遺
跡
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
熱
意
を
高
め
ま
し
た
。


